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は
じ
め
に

　

専
修
大
学
の
前
身
で
あ
る
専
修
学
校
が
創
立
さ
れ
た
明
治
一
三
年
（
一
八
八

〇
）
と
い
う
年
は
、
近
代
日
本
に
お
け
る
法
学
教
育
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な

年
で
あ
る
。
専
修
大
学
創
立
の
九
月
に
先
立
つ
四
月
に
は
、
法
政
大
学
の
前
身

で
あ
る
東
京
法
学
社
も
設
立
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
法
政
大
学
が
創
立
一
〇
〇

年
を
記
念
し
て
刊
行
し
た
『
法
政
大
学
百
年
史
』１
に
は
、「
明
治
一
三
年
と
い

う
年
」
と
い
う
項
目
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
東
京
法
学
社
を
は
じ

め
、
専
修
学
校
、
明
治
大
学
の
前
身
で
あ
る
明
治
法
律
学
校
２
の
三
校
が
、
な

ぜ
明
治
一
三
年
に
開
校
し
た
の
か
、
そ
の
理
由
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

第
一
の
理
由
と
し
て
、
刑
法
と
刑
事
訴
訟
に
関
す
る
法
律
で
あ
る
治
罪
法
が

公
布
（
と
も
に
施
行
は
明
治
一
五
年
）
さ
れ
た
こ
と
。
第
二
に
、
こ
の
年
の
五

月
に
代
言
人
規
則
が
改
正
さ
れ
、
資
格
を
得
る
た
め
の
試
験
が
厳
格
化
さ
れ
た

こ
と
。
第
三
に
、
官
立
の
法
学
教
育
機
関
で
あ
る
司
法
省
法
学
校
（
明
治
四
年

設
立
）
や
東
京
大
学
法
学
部
（
明
治
一
〇
年
設
立
）
か
ら
よ
う
や
く
卒
業
生
が

輩
出
さ
れ
た
ほ
か
、
欧
米
に
お
い
て
法
学
教
育
を
受
け
た
人
び
と
が
帰
国
し
た

こ
と
に
よ
っ
て
教
員
と
な
る
人
材
が
確
保
さ
れ
た
こ
と
。
第
四
に
、
地
方
豪
農

層
の
生
活
基
盤
が
上
昇
し
、
自
由
民
権
熱
の
高
ま
り
な
ど
に
よ
っ
て
東
京
で
法

律
学
を
学
ぼ
う
と
す
る
若
者
が
増
え
た
こ
と
。
以
上
の
四
点
を
挙
げ
て
い
る
。

実
際
に
こ
の
明
治
一
三
年
を
境
に
し
て
、
東
京
の
地
に
お
い
て
現
在
の
早
稲
田

大
学
、
中
央
大
学
、
日
本
大
学
な
ど
の
前
身
校
が
私
立
法
律
学
校
と
し
て
次
々

と
誕
生
し
て
い
く
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
少
な
く
と
も
、
東
京
に
お
い
て
明
治
一

三
年
以
降
に
設
立
さ
れ
た
法
律
学
校
の
設
立
理
由
の
一
つ
と
し
て
は
、
正
鵠
を

得
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
先
行
研
究
が
示
し
て
い
る
通
り
、
近
代
に
お
け
る
法
学
教
育
は
何

も
明
治
一
三
年
に
東
京
で
始
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
３
。
そ
れ
以
前
に
も
、
ま

た
東
京
以
外
の
地
で
も
、
私
塾
や
政
治
結
社
、
中
学
校
、
専
門
学
校
な
ど
、

様
々
な
形
態
の
学
校
で
法
学
教
育
は
行
わ
れ
て
い
た
。

　

設
立
目
的
に
つ
い
て
も
、
例
え
ば
官
立
と
私
立
で
は
大
き
く
異
な
る
。
官
立

　
瀬
戸
口
　
龍
　
一

（
専
修
大
学
大
学
史
資
料
室
）

《
研
究
ノ
ー
ト
》
明
治
初
年
の
熊
本
地
域
に
お
け
る
法
学
教
育
に
関
す
る
一
考
察

― 

大
江
義
塾
を
中
心
と
し
て 

―
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学
校
に
お
け
る
法
学
教
育
機
関
の
嚆
矢
は
、
前
述
の
通
り
、
明
治
四
年
に
設
置

さ
れ
た
司
法
省
法
学
校
（
設
立
当
初
の
名
称
は
「
明
法
寮
」）
と
言
わ
れ
て
い

る
が
、
こ
の
学
校
は
、
日
本
が
近
代
国
家
と
し
て
西
欧
諸
国
に
肩
を
並
べ
る
た

め
に
不
可
欠
な
司
法
制
度
の
確
立
や
法
典
制
定
を
担
う
人
材
の
育
成
を
目
的
に

設
立
さ
れ
た
。
官
僚
養
成
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
の
よ
う
に
法
学
教
育
に
限
ら

ず
、
教
育
機
関
の
設
立
目
的
は
、
時
期
や
場
所
、
学
校
形
態
に
よ
っ
て
大
き
く

異
な
る
。
だ
か
ら
こ
そ
各
地
域
に
お
け
る
個
別
研
究
が
重
要
な
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
明
治
一
五
年
三
月
か
ら
同
一
九
年
一
一
月
に
か
け

て
、
徳
富
蘇
峰
が
開
い
て
い
た
私
塾
・
大
江
義
塾
に
お
け
る
法
学
教
育
の
意
義

に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
と
す
る
。
大
江
義
塾
に
つ
い
て
は
、
花
立
三
郎
氏
を
は

じ
め
、
多
く
の
先
行
研
究
が
あ
り
、
資
料
集
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
４
。
こ
れ
ま

で
大
江
義
塾
は
、
徳
富
蘇
峰
が
設
立
し
た
「
民
権
私
塾
」
と
し
て
、
徳
富
蘇
峰

と
い
う
人
物
の
思
想
形
成
に
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
の
か
、
ま
た
自
由

民
権
運
動
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
と
い
っ

た
歴
史
学
や
政
治
学
研
究
の
な
か
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
５
。
そ
の
ほ
か
教

育
史
の
な
か
で
は
、
明
治
一
〇
年
代
と
い
う
全
国
的
に
私
塾
が
減
っ
て
い
く
時

代
に
お
い
て
大
江
義
塾
は
ど
の
よ
う
な
特
質
を
持
つ
の
か
、
と
い
う
視
点
か
ら

取
り
上
げ
た
星
野
三
雪
氏
の
研
究
が
あ
る
６
。
し
か
し
、
法
学
教
育
に
着
目
し

た
研
究
は
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
一
地
方
の
私
塾

に
お
け
る
法
学
教
育
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
今
後
の
各
地
域
に
お

け
る
法
学
教
育
研
究
の
一
助
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

１
．
自
由
民
権
運
動
が
法
学
教
育
に
果
た
し
た
役
割

　

大
江
義
塾
が
自
由
民
権
運
動
の
影
響
を
大
き
く
受
け
た
学
校
で
あ
る
と
評
価

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
大
江
義
塾
に
限
ら
ず
、
明

治
初
期
に
自
由
民
権
運
動
を
担
っ
た
結
社
が
法
学
教
育
に
果
た
し
た
役
割
に
つ

い
て
は
、
い
く
つ
か
の
先
行
研
究
が
あ
る
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
高

知
の
立
志
社
が
あ
る
７
。

　

そ
の
役
割
の
一
つ
と
し
て
は
、
中
村
吉
三
郎
氏
８
が
述
べ
た
よ
う
に
、
近
代

に
お
け
る
法
学
教
育
に
つ
い
て
は
、
司
法
省
法
学
校
や
東
京
大
学
が
行
っ
た
官

僚
養
成
と
い
う
上
か
ら
の
教
育
で
は
な
く
、
下
か
ら
の
教
育
と
し
て
「
自
由
民

権
法
学
」
が
あ
り
、
自
由
民
権
運
動
が
法
学
教
育
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果

た
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
中
村
氏
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

（
中
略
）
ホ
ン
モ
ノ
の
法
学
は
、
民
衆
に
、
法
に
よ
つ
て
自
ら
を
衛
る
と

云
う
気
風
の
み
な
ぎ
る
土
の
う
え
に
の
み
育
つ
も
の
な
の
で
、
官
僚
が
自

ら
の
都
合
の
た
め
だ
け
に
移
植
し
て
み
た
か
ら
と
云
つ
て
、
そ
う
簡
単
に

育
つ
も
の
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　

ホ
ン
モ
ノ
の
法
学
が
、
自
由
民
権
法
学
と
し
て
自
由
民
権
運
動
の
な
か

か
ら
生
れ
た
と
云
う
の
も
不
思
議
は
な
い

　

つ
ま
り
、
自
由
民
権
法
学
こ
そ
が
、
本
物
の
法
学
教
育
と
い
う
評
価
で
あ
る

が
、
こ
の
評
価
は
、
基
本
的
に
自
由
民
権
運
動
が
法
学
に
限
ら
ず
、
様
々
な
分

野
の
教
育
に
果
た
し
た
役
割
と
し
て
、
後
の
研
究
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

下
か
ら
始
ま
っ
た
自
発
的
な
教
育
と
い
う
意
義
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
民
権
結
社
す
べ
て
が
教
育
機
関
を
設
置
し
て
い
た
わ
け
で
な
く
、
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ま
た
そ
の
教
育
機
関
す
べ
て
で
法
学
教
育
を
行
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
管

見
の
限
り
、
中
等
教
育
機
関
と
し
て
、
普
通
教
育
を
行
っ
て
い
た
民
権
結
社
の

方
が
多
い
。

　

そ
の
な
か
で
も
法
学
教
育
を
行
っ
て
い
た
結
社
を
少
し
だ
け
紹
介
す
る
と
、

立
志
社
と
並
ん
で
、
明
治
初
期
の
代
表
的
な
結
社
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ

と
の
多
い
、
福
島
県
石
川
町
の
石
陽
社
が
、
青
年
の
政
治
教
育
を
目
的
と
し
て

明
治
一
三
、
四
年
頃
に
設
立
し
た
と
さ
れ
る
「
石
陽
館
」
が
あ
る
。「
石
陽
館

仮
規
則
」９
の
第
二
条
に
は
「
本
館
ニ
於
テ
ハ
、
政
治
・
経
済
・
歴
史
等
ノ
諸

科
ヲ
講
究
ス
」
と
あ
る
が
、
実
は
法
学
教
育
も
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
を

第
四
条
か
ら
拾
い
上
げ
る
と
、

甲　

万
法
精
理　

利
学　

社
会
平
権
論　

思
想
方
法

乙　

英
国
文
明
史　

自
由
原
論　

国
法
汎
論　

民
約
論　

権
理
呈
綱

　
　

立
法
論
綱　

理
財
原
論　

代
議
体
論

丙　

自
由
之
理　

自
治
論　

泰
西
政
学　

仏
国
革
命　

万
国
政
体
論

　
　

政
理
論　

氏 宝
経
済
論　

泰
西
政
史　

教
育
論

と
あ
る
。
研
究
の
便
宜
を
図
る
た
め
に
、
科
員
を
甲
乙
丙
と
三
組
に
分
け
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
学
習
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、甲
に
は
「
万
法
精
理
」、

乙
で
は
、「
国
法
汎
論
」「
立
法
論
綱
」
と
い
う
法
学
系
教
科
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
同
じ
く
福
島
県
三
春
町
に
お
い
て
、
こ
ち
ら
も
自
由
民
権
運
動

家
と
し
て
名
高
い
河
野
広
中
が
中
心
と
な
っ
て
設
立
し
た
教
育
機
関
・
正
道
館

が
、
明
治
一
四
年
一
二
月
に
出
し
た
館
生
募
集
の
広
告
⓾
に
は
次
の
よ
う
に
あ

る
。　

　
　
　

広
告

　

本
館
従
来
翻
訳
書
ニ
就
キ
、
政
治
、
法
律
、
経
済
、
歴
史
等
ノ
学
科
ヲ

研
究
シ
来
リ
候
処
、
来
明
治
十
五
年
一
月
九
日
開
業
ノ
日
ヨ
リ
、
更
ニ
漢

学
科
ヲ
加
ヘ
研
究
候
ニ
付
、
広
ク
有
志
ノ
入
館
ヲ
許
ス

　

な
ぜ
、
明
治
一
五
年
に
新
た
に
漢
学
を
学
科
に
加
え
よ
う
と
し
た
の
か
に
つ

い
て
も
別
の
意
味
で
興
味
深
い
が
、
こ
の
よ
う
に
明
治
一
四
年
以
前
か
ら
、
正

道
館
に
お
い
て
は
翻
訳
書
を
使
っ
て
、
政
治
学
・
法
律
学
・
経
済
学
な
ど
を
教

授
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
よ
う
に
自
治
体
史
や
自
治
体
教
育
史
は
、
地
域
の
民
権
結
社
の
存
在
、

そ
し
て
活
動
内
容
、
附
置
学
習
機
関
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
一
方
、
法

学
教
育
に
お
い
て
自
由
民
権
運
動
が
果
た
し
た
意
義
に
つ
い
て
は
、
高
知
以
外

の
地
域
で
は
従
来
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
そ
の
存

在
が
短
期
間
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
実
際
に
教
育
が
行
わ
れ
て
い
た
の
か
ど

う
か
が
不
明
で
あ
っ
た
こ
と
が
そ
の
理
由
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
そ
う
し

た
問
題
点
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
大
江
義
塾
の
法
学
教
育
の
実
態
を
こ
れ
ま
で

の
研
究
成
果
に
拠
り
な
が
ら
整
理
し
て
い
く
こ
と
で
、
今
後
の
研
究
に
繋
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

２
．
明
治
期
に
お
け
る
熊
本
の
法
曹
界

　

ま
ず
は
、
大
江
義
塾
が
設
立
さ
れ
る
以
前
、
そ
し
て
そ
の
活
動
期
に
お
け
る

熊
本
地
域
の
法
曹
界
の
状
況
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
明
治
期
に
お
け
る
法
学
教
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育
は
、
司
法
制
度
の
変
遷
や
実
際
の
法
曹
界
の
動
き
と
密
接
に
繋
が
っ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
二
月
、「
代
言
人
規
則
」
の
公
布
に

よ
り
、
代
言
人
に
な
る
た
め
に
は
、
試
験
を
受
け
て
合
格
し
、
免
許
を
得
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
同
年
四
月
に
は
、
東
京
に
お
い
て
第
一
回
の
試
験
が

実
施
さ
れ
、
そ
の
後
も
各
地
で
試
験
が
行
わ
れ
た
と
い
う
。
結
果
、
こ
の
年
、

全
国
に
お
い
て
一
七
四
名
の
代
言
人
が
誕
生
し
た
が
⓫
、
熊
本
県
で
も
熊
本
県

肥
後
国
託
麻
郡
本
山
村
の
佐
久
間
英
次
郎
ほ
か
五
名
の
合
格
者
を
輩
出
し
て
い

る
⓬
。
こ
の
六
名
が
ど
の
よ
う
な
階
層
の
出
身
で
、
ど
の
よ
う
な
出
身
・
経
緯

を
経
て
、
ど
こ
で
法
律
を
学
ん
で
代
言
人
に
な
っ
た
の
か
。
ま
た
、
自
由
民
権

運
動
と
関
わ
り
が
あ
っ
た
の
か
な
ど
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
り
、
今
後
の
調
査

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　

明
治
一
三
年
に
は
さ
ら
に
代
言
人
規
則
が
改
正
さ
れ
、「
改
正
代
言
人
規

則
」
と
「
代
言
人
取
扱
手
続
」
が
公
布
・
施
行
さ
れ
る
。
谷
正
之
氏
に
よ
る

と
、
こ
の
改
正
規
則
に
は
三
つ
の
特
徴
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
⓭
。

① 

免
許
代
言
人
は
地
方
裁
判
所
本
支
庁
ご
と
に
代
言
人
組
合
を
設
立
し
、
議

会
を
設
け
規
則
を
制
定
し
、
役
員
を
選
任
す
る
（
一
四
、
一
五
条
）。

② 

免
許
代
言
人
は
代
言
人
組
合
に
加
入
す
る
こ
と
を
要
し
（
加
入
強
制
主

義
）、
組
合
は
組
合
員
を
監
督
の
下
に
お
き
（
五
条
、
一
七
条
）、
代
言
人

試
験
は
司
法
省
の
下
に
あ
る
検
事
が
行
う
（
二
六
～
二
九
条
）。

③ 

免
許
代
言
人
は
一
通
の
免
許
状
に
よ
り
大
審
院
以
下
諸
裁
判
所
で
代
言
で

き
る
（
三
条
）。

　

こ
れ
に
よ
り
全
国
各
地
で
代
言
人
組
合
が
設
立
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
当

然
、
熊
本
に
お
い
て
も
同
様
の
動
き
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
熊
本

代
言
人
組
合
が
、
残
念
な
が
ら
い
つ
頃
、
設
立
さ
れ
た
の
か
不
明
で
、
現
在
、

熊
本
県
弁
護
士
会
に
残
る
資
料
の
な
か
で
、
最
も
古
い
事
例
は
、
明
治
一
七
年

五
月
一
六
日
に
、
熊
本
代
言
人
組
合
定
期
議
会
を
開
催
し
て
、
松
山
守
善
を
会

長
に
選
任
し
た
こ
と
で
あ
る
と
い
う
⓮
。

　

こ
の
松
山
は
蘇
峰
と
深
い
縁
を
持
つ
明
治
期
の
熊
本
を
代
表
す
る
代
言
人

で
、
徳
富
蘇
峰
記
念
館
に
は
、
大
正
期
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
松
山
が
蘇
峰
に

宛
て
た
書
簡
が
五
五
通
も
残
さ
れ
て
い
る
。
松
山
は
明
治
八
年
、
熊
本
に
お
け

る
自
由
民
権
運
動
の
先
駆
け
を
な
し
た
と
言
わ
れ
る
「
植
木
学
校
」
の
開
校
に

宮
崎
八
郎
ら
と
参
加
、
同
一
一
年
に
は
結
社
・
相
愛
社
の
副
社
長
に
就
任
し
、

『
東
肥
新
報
』
の
発
刊
に
も
携
わ
っ
て
い
る
。
明
治
一
五
、
六
年
に
は
民
約
憲

法
の
起
草
も
行
っ
て
い
る
。
蘇
峰
と
と
も
に
熊
本
県
下
で
演
説
を
行
っ
た
の
も

こ
の
頃
の
こ
と
と
、
晩
年
、
述
懐
し
て
い
る
⓯
。
こ
の
演
説
に
つ
い
て
は
、
蘇

峰
も
自
伝
で
「
相
愛
社
の
連
中
の
誘
ふ
に
任
せ
、
演
説
の
為
に
田
舎
廻
り
を
な

し
始
め
た
。
時
と
し
て
は
月
田
道
春
、
時
と
し
て
は
松
山
守
善
、
時
と
し
て
は

田
中
賢
道
氏
等
が
、
予
の
同
行
者
で
あ
つ
た
⓰
」
と
あ
る
。
松
山
と
蘇
峰
が
自

由
民
権
運
動
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
際
に
よ
く
使
用
さ
れ
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
、
こ
う
し
た
松
山
の
活
動
は
、
自
由
民
権
運

動
期
に
お
い
て
代
言
人
が
具
体
的
に
何
を
行
っ
て
い
た
か
を
知
る
こ
と
の
で
き

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
も
言
え
よ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
少
な
く
と
も
明
治
一
七
年
に
は
そ
の
活
動
の
始
ま
り
を
確
認

で
き
る
熊
本
の
代
言
人
お
よ
び
代
言
人
組
合
で
あ
る
が
、
そ
の
組
合
員
た
ち
も
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法
学
教
育
お
よ
び
法
学
普
及
に
一
役
買
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
し

た
い
。

３
．
大
江
義
塾
前
史
と
法
学
教
育

　

本
題
で
あ
る
大
江
義
塾
に
入
る
前
に
、
現
在
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
る
限
り
で

は
、
熊
本
に
お
い
て
最
も
早
く
か
ら
法
学
教
育
を
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る

学
校
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。
と
い
う
の
も
こ
の
学
校
と
大
江
義
塾
の
創
立

者
・
徳
富
蘇
峰
は
深
い
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

明
治
一
二
年
（
一
八
七
九
）
一
二
月
、
横
井
小
楠
門
下
の
山
田
武
甫
と
宮
川

房
之
、
そ
し
て
蘇
峰
の
父
・
徳
富
一
敬
の
三
名
は
坪
井
上
林
町
（
現
・
熊
本
市

中
央
区
上
林
町
）
に
、「
共
立
学
舎
」
と
い
う
学
校
を
設
立
し
た
。
そ
の
目
的

は
和
漢
書
お
よ
び
翻
訳
書
を
使
っ
て
欧
米
の
新
知
識
を
習
得
さ
せ
る
こ
と
で

あ
っ
た
。
そ
の
設
立
趣
意
書
と
課
程
表
を
左
に
挙
げ
る
。

　
　
　
　
　

共
立
学
舎
設
立
ノ
旨
趣

夫
レ
学
ハ
知
識
ヲ
研
キ
、
芸
術
ヲ
磨
ス
ル
ノ
具
タ
ル
ハ
言
ヲ
俟

タ
ス
シ
テ
明
カ
ナ
リ
、
然
リ
ト
雖
モ
其
人
能
ク
徳
ヲ
修
メ
、
行

ヲ
正
シ
、
其
芸
術
用
ヲ
為
ス
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ヨ
リ
ハ
、
寧
ロ
学
バ

サ
ル
ノ
愈
レ
ル
ニ
若
カ
ザ
ル
ナ
リ
、
本
邦
外
交
一
タ
ビ
開
ケ
シ

ヨ
リ
、
西
学
盛
ニ
行
ハ
レ
、
文
明
日
ニ
進
ミ
、
物
理
器
械
ノ
術

至
ラ
ザ
ル
ナ
シ
ト
雖
モ
、
修
身
成
徳
ノ
学
行
レ
ズ
、
稍
達
識
百

課
ノ
技
芸
ヲ
究
メ
、
其
理
ニ
通
ス
ル
モ
ノ
ト
雖
モ
、
其
ノ
行

ヒ
、
或
ハ
見
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ア
リ
、
是
レ
他
ナ
シ
、
修
身

成
徳
ノ
学
ナ
ケ
レ
バ
ナ
リ
、
而
モ
彼
ノ
漢
籍
ニ
陳
腐
シ
、
其
ノ

用
ナ
キ
ガ
如
キ
ハ
論
ナ
キ
ノ
ミ
。
今
茲
ニ
同
志
数
名
相
議
シ
、

一
小
学
舎
ヲ
営
ミ
、
大
ニ
修
身
成
徳
ノ
学
ヲ
講
ジ
、
以
テ
百
課

ノ
学
ニ
及
ビ
、
大
ニ
其
ノ
才
ヲ
成
シ
、
其
ノ
用
ヲ
為
ス
ア
ラ
ン

ト
ス
、
多
方
ノ
同
志
或
ハ
之
ヲ
賛
成
セ
バ
、
独
リ
同
志
ノ
幸
ノ

ミ
ナ
ラ
ン
ヤ
、
国
家
誘
学
ノ
際
年
少
向
学
ノ
道
ニ
於
テ
小
補
ナ

カ
ラ
ザ
ル
ニ
庶
幾
カ
ラ
ン
。

学
級

学
科

第 

三 

級

第 

二 

級

第 

一
級

経

学

大
学　
　

孟
子

論
語　
　

詩
経

中
庸　
　

書
経

史

学

日
本
外
史

　
　
　
　
　

通
鑑　
　

攬
要

日
本
政
記

　
　
　
　
　

清
史　
　

攬
要
　
　
　
　
　

左
氏
伝

国
史
記
事

　
　
　
　
　

万
国
史

法
律
学
　
　
　
　
　

法
律
原
論

日
本
律

　
　
　
　
　

万
国
公
法

　
　
　
　
　

仏
蘭
西
律

日
本
律

　
　
　
　
　

律
法
解
釈

　
　
　
　
　

仏
蘭
西
律

日
本
律

　
　
　
　
　

明
清
律

経
済
学

経
済
初
歩　

経
済
入
門

同
上

英
氏
経
済
論

地
理
学

日
本
地
誌

輿
地
誌
略　
　

地
理
書

格
物
地
誌

理
科
学

物
理
階
梯

物
理
全
志

羅
氏
化
学
書

文

学
　
　
　
　
　

仮
名
交
リ
文

文
法
講
義

　
　
　
　
　

書
牘

　
　
　
　
　
　

同
上

文
章
軌
範　

　
　
　
　
　

記
事
論
説

　
　
　
　
　
　
　

漢
文
書

宋唐 

　
八
大
家
文

　
　
　
　
　
　
　

序
編
策
記

数

学
　
　
　
　
　

自
加
減
乗
除

　

和
洋

　
　
　
　
　

至
分
数

　
　
　
　
　

自
比
例
法

　

和
洋

　
　
　
　
　

至
代
数
学

　
　
　
　
　

自
開
平
開
立
方

　

和
洋

　
　
　
　
　

至
天
算

記
簿
学

習

字
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明
治
十
二
年
十
二
月
十
七
日

共
立
学
舎
総
代　

徳
富
一
敬

　
　
　
　
　
　
　

嘉
悦
氏
房

　
　
　
　
　
　
　

宮
川
房
之
⓱

　

課
程
表
に
あ
る
よ
う
に
学
科
は
、
経
学
・
史
学
・
法
律
学
・
経
済
学
・
地
理

学
・
理
科
学
・
文
学
・
数
学
・
記
簿
学
・
習
字
の
一
〇
科
。
こ
の
共
立
学
舎
こ

そ
、
熊
本
に
お
け
る
初
め
て
の
近
代
法
学
の
教
育
機
関
と
考
え
ら
れ
る
。
修
業

年
限
は
三
年
。
開
校
当
時
の
生
徒
数
は
八
〇
名
ほ
ど
で
、
最
盛
期
に
は
二
五
〇

名
の
生
徒
が
い
た
と
い
う
。
し
か
し
明
治
一
五
年
以
降
は
、
教
師
も
生
徒
も
と

も
に
減
少
し
て
い
き
、
一
八
年
に
は
閉
校
と
な
っ
た
。

　

法
学
教
育
の
内
容
と
し
て
は
、
教
科
書
な
ど
が
不
明
で
あ
る
た
め
、
詳
細
は

わ
か
ら
な
い
が
、
科
目
名
か
ら
類
推
す
る
と
、
一
年
か
ら
三
年
ま
で
す
べ
て
日

本
法
を
学
ぶ
と
あ
る
。
こ
の
時
期
の
日
本
法
が
何
を
指
す
の
か
は
不
明
で
あ
る

が
、
一
年
次
に
明
清
律
が
あ
る
た
め
、
近
代
に
な
っ
て
政
府
が
整
備
し
よ
う
と

し
て
い
た
欧
米
を
参
考
に
し
た
法
律
で
は
な
く
、
古
代
律
令
の
可
能
性
が
高

い
。
と
い
う
の
も
日
本
律
や
中
国
律
で
あ
る
な
ら
ば
、
徳
富
一
敬
の
よ
う
な
漢

学
の
素
養
の
あ
る
儒
学
者
で
も
教
え
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。

　

ま
た
一
年
次
・
二
年
次
に
フ
ラ
ン
ス
法
を
配
置
し
て
い
る
点
は
、
当
時
の
明

治
政
府
が
法
律
編
纂
事
業
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
法
を
モ
デ
ル
と
し
て
い
た
こ
と

と
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

も
う
一
つ
、
三
年
次
に
、「
法
律
原
論
」
と
「
万
国
公
法
」
を
配
置
し
て
い
る

が
、
明
治
期
の
法
律
教
育
機
関
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
見
る
限
り
、
一
年
次
や
二

年
次
に
配
当
す
る
科
目
で
あ
り
⓲
、
こ
の
こ
と
か
ら
そ
れ
ほ
ど
実
務
的
か
つ
本

格
的
な
法
学
教
育
で
は
な
く
、
法
律
の
大
意
を
教
授
し
て
い
た
学
校
で
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
。

　

な
お
、
共
立
学
舎
と
蘇
峰
と
の
関
係
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
明
治
一
三
年

末
、
東
京
か
ら
郷
里
・
熊
本
に
戻
っ
た
蘇
峰
は
、「
別
に
定
り
た
る
職
業
も
な

く
、
家
に
在
つ
て
は
読
書
を
な
し
、
若
く
は
家
事
の
手
伝
を
な
し
」
て
い
る
状

況
で
、「
父
と
与
に
共
立
学
舎
に
赴
き
議
論
を
す
る
の
が
、
そ
の
日
の
仕
事
の

や
う
で
あ
つ
た
」⓳
。
何
を
教
え
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
自
伝
に
「
予

が
帰
郷
よ
り
幾
何
も
な
く
、
県
立
中
学
校
の
生
徒
の
中
に
は
、
予
に
英
書
の
講

読
を
乞
ひ
に
来
た
者
が
あ
つ
た
。
予
は
彼
等
に
向
て
マ
コ
レ
ー
の
エ
ッ
セ
ー
、

ワ
ル
レ
ン
・
ヘ
ス
テ
ン
グ
や
、
ク
ラ
イ
ブ
な
ど
の
評
伝
を
講
読
し
た
」⓴
と
あ

る
の
で
英
書
の
原
本
を
使
っ
た
講
義
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に

「
マ
コ
レ
ー
の
エ
ッ
セ
ー
、
ワ
ル
レ
ン
・
ヘ
ス
テ
ン
グ
」
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
の

歴
史
家
で
詩
人
で
も
あ
っ
たT

hom
as Babington M

acaulay

（
一
八
〇
〇

～
一
八
五
九
）
が
一
八
四
一
年
に
刊
行
し
た
イ
ギ
リ
ス
領
イ
ン
ド
の
初
代
総
督

な
ど
を
務
め
たW

arren H
astings

の
回
顧
録
の
こ
と
で
、
設
立
当
初
の
東
京

大
学
に
お
い
て
も
英
語
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
用
・
刊
行
さ
れ
て
い
た
㉑
。

　

明
治
一
五
年
、
蘇
峰
が
共
立
学
舎
を
辞
め
て
大
江
義
塾
を
設
立
す
る
と
、
父

で
あ
る
一
敬
も
大
江
義
塾
へ
移
り
、
漢
学
を
教
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
共
立
学

舎
時
代
の
蘇
峰
を
慕
っ
て
い
た
生
徒
た
ち
も
大
江
義
塾
の
設
立
に
伴
い
、
転
学

し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
共
立
学
舎
を
引
き
継
い
だ
の
が
大
江

義
塾
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
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４
．
大
江
義
塾
の
設
立
と
法
学
教
育

　

蘇
峰
が
学
校
を
つ
く
ろ
う
と
構
想
し
た
の
は
、
同
志
社
在
学
中
の
こ
と
で

あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
共
立
学
舎
で
教
え
て
い
た
時
期
に
も
、
そ
の
あ
り
方
が

「
何
と
な
く
歯
が
ゆ
い
様
な
感
」
を
持
ち
、「
自
ら
学
校
を
起
し
て
見
度
い
と
云

ふ
様
な
感
が
、
帰
郷
匆
々
湧
い
て
来
た
」㉒
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
設
立
理
由

を
杉
浦
ち
な
み
氏
は
先
行
研
究
を
整
理
し
、
三
つ
挙
げ
て
い
る
。「
第
一
に
徳

富
家
の
家
計
立
直
し
、
第
二
に
猪
一
郎
の
「
学
校
」
に
対
す
る
興
味
、
第
三
に

熊
本
の
自
由
民
権
運
動
へ
の
関
与
」㉓
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
蘇
峰
が
熊
本
県
に
対
し
て
「
私
立
変
則
中
学
校

設
置
伺
書
」㉔
を
初
め
て
提
出
し
た
の
は
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
三
月
の

こ
と
で
あ
る
。
教
則
は
以
下
の
通
り
で
、

本
塾
ノ
目
的
ハ
、
青
年
ノ
子
弟
ヲ
シ
テ
専
ラ
知
徳
ノ
発
育
ヲ
誘
掖
セ
ン
ガ

為
、
和
漢
洋
ノ
書
ニ
就
テ
普
通
学
科
ヲ
兼
学
セ
シ
メ
専
門
科
ノ
階
梯
タ
ル

ヲ
以
テ
目
的
ト
ス

　

若
者
や
年
少
者
を
対
象
に
し
た
専
門
教
育
へ
の
橋
渡
し
的
な
役
割
を
果
た
す

学
校
、
ま
さ
に
「
変
則
中
学
」
と
い
う
中
等
教
育
機
関
を
構
想
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
こ
の
時
点
で
は
、
ど
の
よ
う
な
専
門
学
科
を
想
定
し
て

い
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
伺
書
に
は
別
表
に
学
科
課
程
を
記
し
た
旨
が
書
か
れ

て
い
る
が
そ
の
別
表
が
残
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
㉕
。
伺
書
か
ら
見
る
こ
と

の
で
き
る
専
門
学
科
と
し
て
は
「
理
学
」
の
み
で
あ
る
。
法
学
は
見
当
た
ら
な

い
。

　

ま
た
、
同
年
九
月
六
日
の
熊
本
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
開
校
を
知
ら
せ
る
広
告

に
は
、「
本
校
ハ
邦
語
并
ニ
英
語
ヲ
以
テ
、
物
理
・
文
学
・
歴
史
・
修
身
・
経

済
・
心
理
学
等
ノ
普
通
学
科
ヲ
教
授
」
す
る
と
書
か
れ
て
い
る
㉖
。
こ
こ
で
も

設
立
当
初
は
、
法
学
教
育
を
想
定
し
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
蘇
峰
自
身
が

明
治
一
四
年
二
月
に
記
し
た
「
学
問
の
目
的
」
と
題
し
た
文
章
で
は
「
第
一
史

学
、
第
二
文
章
学
、
第
三
経
済
学
、
右
の
通
り
に
相
定
め
候
也
。
一
切
無
用
の

読
書
を
禁
ず
」㉗
と
あ
る
よ
う
に
、
史
学
・
文
章
学
・
経
済
学
を
習
得
す
る
こ

と
を
第
一
義
と
し
て
お
り
、
そ
の
な
か
に
法
学
は
入
っ
て
い
な
い
。
で
は
蘇
峰

は
法
学
教
育
に
全
く
関
心
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
実
態
を
知

る
た
め
に
、
当
時
の
生
徒
の
声
を
紹
介
し
よ
う
。

（
前
略
）
本
校
は
邦
語
及
び
英
語
を
以
て
普
通
学
を
教
授
す
る
処
な
る

が
、
現
今
の
有
様
を
以
て
す
れ
ば
物
理
学
も
な
し
、
修
身
学
も
な
し
、
経

済
学
も
な
し
、
政
治
学
も
な
し
、
心
理
学
も
な
し
、
何
も
蚊
も
欠
け
て
居

れ
ば
、
少
し
受
業
料
を
減
じ
て
は
如
何
（
後
略
）㉘

　

も
う
一
つ
、
別
の
生
徒
の
声
を
紹
介
す
る
。

是
レ
迄
校
長
兼
教
員
殿
ノ
活
眼
ヲ
以
テ
今
日
ノ
必
要
ト
思
レ
シ
ヤ
、
英
国

憲
法
史
ヲ
孜
々
ト
シ
テ
不
怠
口
授
ナ
シ
下
レ
、
実
ニ
必
要
ナ
ラ
ン
、
実
ニ

御
労
心
ヲ
謝
ス
。
乍
然
誰
モ
憲
法
史
ノ
有
益
ヲ
知
ラ
ズ
。
大
ニ
校
長
兼
教

員
ノ
意
ニ
齟
齬
致
シ
、
実
ニ
無
知
ヲ
憂
フ
。
故
ニ
何
カ
見
易
ニ
有
ラ
ズ
ト

モ
宝
氏
経
済
書
ノ
如
キ
ハ
各
熱
心
之
様
子
ニ
テ
、
教
員
君
ヨ
、
意
趣
ヲ
取

レ
バ
成
ル
コ
ト
不
難
ヲ
以
此
ニ
果
断
ア
レ
。
シ
カ
シ
テ
幸
ナ
ラ
ン
㉙

　

こ
の
二
つ
の
生
徒
の
声
は
、
大
江
義
塾
が
設
立
さ
れ
た
明
治
一
五
年
か
ら

九
ヶ
月
が
経
っ
た
一
二
月
に
発
行
さ
れ
た
『
大
江
義
塾
雑
誌
』
の
「
雑
報
」
に
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掲
載
さ
れ
た
記
事
で
あ
る
。
前
者
は
「
財
産
困
難
生
」
か
ら
の
投
書
、
後
者
は

「
有
志
稿
」
と
あ
り
、
ど
ち
ら
も
名
前
は
な
い
。

　

前
者
の
投
書
は
、
開
校
広
告
に
記
さ
れ
た
「
物
理
・
文
学
・
歴
史
・
修
身
・

経
済
・
心
理
学
」
の
授
業
が
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
対
す
る
苦

情
、
後
者
は
「
財
産
困
難
生
」
の
話
と
違
っ
て
、
徳
富
が
「
英
国
憲
法
史
」
と

「
宝
氏
経
済
書
」
を
講
義
し
て
い
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
花
立
氏
は
前
者

の
話
に
つ
い
て
は
、
後
者
と
話
が
食
い
違
っ
て
い
る
た
め
、
疑
義
を
投
げ
か
け

て
い
る
㉚
が
、
前
者
の
話
は
、
逆
に
言
え
ば
、「
物
理
・
文
学
・
歴
史
・
修
身
・

経
済
・
心
理
学
」
の
う
ち
、
普
通
学
と
文
学
に
力
を
入
れ
て
い
た
学
校
と
考
え

る
こ
と
も
で
き
る
。

　

も
う
一
点
、
後
者
の
話
は
、
大
江
義
塾
が
設
立
当
初
よ
り
法
学
に
関
わ
る
科

目
を
取
り
入
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
同
時
に
、
当
時
の
熊
本
地
域
の

若
者
た
ち
が
法
学
教
育
よ
り
経
済
学
教
育
の
方
に
魅
力
を
感
じ
て
い
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

　

蘇
峰
が
講
義
し
た
英
国
憲
法
史
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
講
義
録
が
残
っ
て
い

る
。
花
立
氏
は
「
今
日
の
大
学
以
上
の
講
義
内
容
と
い
っ
て
も
差
し
支
え
は
な

い
で
あ
ろ
う
」
と
高
く
評
価
し
て
お
り
、
バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
『
英
国
憲
法
論
』、

ハ
ラ
ム
の
『
憲
法
史
』、
マ
コ
ー
レ
ー
の
『
英
国
史
』
な
ど
が
種
本
に
な
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
と
指
摘
し
て
い
る
㉛
。

　

も
う
一
冊
、
名
前
が
挙
が
っ
て
い
る
「
宝
氏
経
済
学
」
も
当
時
、
日
本
で
人

気
を
博
し
た
経
済
書
で
、
明
治
一
〇
年
に
慶
応
義
塾
の
教
員
で
あ
っ
た
永
田
健

助
が
翻
訳
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
内
容
は
英
米
の
自
由
主
義
経
済
学
の
仕
組
み
や

概
要
を
紹
介
し
た
も
の
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
婦
人
参
政
運
動
家
と
し
て
も
知
ら
れ

るM
illicent Garrett Faw

cett

（
一
八
四
七
～
一
九
二
九
）
が
原
作
者
で
あ

る
。
日
本
に
お
い
て
初
め
て
組
合
活
動
を
紹
介
し
た
本
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い

る
。

　

明
治
一
五
年
と
言
え
ば
、
東
京
に
お
い
て
私
立
法
律
学
校
が
次
々
と
誕
生

し
、
法
学
教
育
熱
が
高
ま
っ
て
い
く
時
期
で
あ
る
。
し
か
し
熊
本
に
お
い
て

は
、
ま
だ
法
学
へ
の
関
心
が
低
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
そ
う
し
た
状
況
に
も
関
わ
ら
ず
、
蘇
峰
は
大
江
義
塾
に
お
い
て
、
正

式
に
法
学
教
育
を
規
則
の
な
か
に
組
み
込
ん
だ
。
明
治
一
八
年
の
こ
と
で
あ

る
。
同
年
一
月
に
熊
本
県
に
提
出
し
た
「
私
立
大
江
義
塾
規
則
改
正
伺
書
」㉜

の
教
則
を
以
下
に
掲
げ
る
。

本
塾
ノ
目
的
ハ
、
青
年
ノ
子
弟
ヲ
シ
テ
専
ラ
知
徳
ノ
発
育
ヲ
誘
掖
セ
ン
ガ

為
メ
、
和
漢
洋
ノ
書
籍
ニ
就
テ
専
ラ
邦
語
ヲ
用
ヒ
テ
、
政
治
・
経
済
・
法

律
・
修
身
・
地
理
・
歴
史
・
物
理
・
算
術
・
文
学
等
ノ
一
斑
ヲ
教
授
シ
、

旁
ラ
英
語
科
ヲ
設
ケ
テ
有
志
ノ
生
徒
ヲ
シ
テ
之
ヲ
兼
脩
セ
シ
ム

　

こ
こ
で
設
立
当
初
の
「
普
通
学
科
ヲ
兼
学
セ
シ
メ
専
門
科
ノ
階
梯
タ
ル
」
学

校
か
ら
、「
政
治
・
経
済
・
法
律
・
修
身
・
地
理
・
歴
史
・
物
理
・
算
術
・
文

学
等
ノ
一
斑
ヲ
教
授
」
す
る
学
校
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
新
た
に
政
治
と
法

律
、
地
理
と
算
術
が
加
わ
り
、
心
理
学
が
除
か
れ
て
い
る
。

　

教
育
内
容
の
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
た
こ
と
を
示
す
の
は
「
入
学
生
徒
ノ
学
力
」

で
あ
る
。
明
治
一
五
年
の
「
伺
書
」
に
は
、「
満
十
四
年
一
月
以
上
、
中
学
年

齢
」
お
よ
び
「
普
通
中
等
小
学
科
」
を
卒
業
し
た
者
で
、
か
つ
「
日
本
外
史
、
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物
理
全
誌
ヲ
読
ミ
得
ル
者
」
で
あ
れ
ば
入
学
で
き
る
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
明

治
一
八
年
の
改
正
に
よ
っ
て
、
年
齢
と
資
格
は
明
治
一
五
年
と
同
様
で
あ
る

が
、
学
力
が
左
の
よ
う
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。

入
学
生
徒
ハ
、
日
本
外
史
・
十
八
史
略
・
皇
朝
史
略
・
通
鑑
攬
要
等
ヲ
講

読
シ
、
算
術
ハ
粗
分
数
比
例
ノ
一
斑
ヲ
窺
ヒ
、
且
普
通
ノ
記
事
・
論
説
文

ヲ
綴
リ
得
ル
者
ニ
限
リ
、
而
シ
テ
当
分
予
科
ニ
於
テ
学
力
ヲ
試
ミ
、
優
等

ナ
ル
者
ハ
年
月
ヲ
顧
ミ
ズ
、
直
ニ
本
科
ニ
昇
級
セ
シ
ム
。

　

但
シ
、
夜
学
生
ハ
只
漢
籍
ノ
素
読
ニ
堪
ユ
ル
者
ハ
之
ヲ
許
ス

　

夜
学
生
に
つ
い
て
は
、
漢
籍
の
素
読
が
で
き
れ
ば
良
い
と
あ
る
が
、
昼
間
学

生
に
つ
い
て
は
、
日
本
お
よ
び
中
国
の
歴
史
に
精
通
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

算
術
は
分
数
や
比
例
が
で
き
る
こ
と
、
そ
し
て
あ
る
程
度
の
文
章
が
書
け
る
こ

と
な
ど
、
入
学
に
際
す
る
学
力
水
準
が
は
る
か
に
上
が
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
明
治
一
八
年
に
改
正
さ
れ
た
規
則
を
見
て
み
よ
う
。

　
　

大
江
義
塾
規
則
（
明
治
十
八
年
一
月
改
正
）

　
　
　

第
一
条

本
校
科
目
ハ
政
治
・
経
済
・
法
律
・
文
学
ノ
四
科
ト
ス
。

　
　
　

第
二
条

政
治
・
経
済
・
法
律
及
ビ
文
学
ノ
教
授
ハ
教
師
邦
語
ヲ
以
テ
講
義
シ
、
学

生
ヲ
シ
テ
之
ヲ
筆
記
セ
シ
ム
。

　

但
シ
、
巳
ニ
翻
訳
書
備
ハ
ル
モ
ノ
ハ
其
書
ニ
依
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ
。

　
　
　

第
三
条

政
治
・
法
律
・
経
済
・
文
学
四
科
ノ
修
業
期
限
ハ
三
周
年
ト
定
ム
。

　
　
　

第
四
条

本
科
ノ
外
ニ
英
学
科
ヲ
設
ケ
、
有
志
ノ
学
生
ヲ
シ
テ
正
科
ヲ
研
究
ス
ル
ノ

力
ヲ
養
ハ
シ
ム
。

　
　
　

第
五
条

本
校
ハ
本
科
ノ
外
ニ
予
備
科
ヲ
置
キ
、
中
学
科
程
ヲ
授
ケ
テ
、
以
テ
本
科

ニ
入
ル
ノ
楷
梯
タ
ラ
シ
ム
。

　
　
　

第
六
条

更
ニ
科
外
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
設
ケ
、
本
科
々
目
中
、
又
ハ
其
他
ノ
書
籍
ヲ
講
述

シ
テ
、
晩
年
生
ニ
教
授
ス
。

　
　
　

第
七
条

本
校
科
目
ノ
書
籍
ハ
、
時
宜
ニ
依
テ
ハ
取
捨
増
減
ス
ル
コ
ト
ア
ル
可
シ
。

　
　
　

第
八
条

総
テ
入
学
ノ
時
ハ
必
ラ
ズ
親
戚
、
或
ハ
身
元
慥
ナ
ル
者
ヲ
保
証
人
ニ
シ
、

其
保
証
状
ヲ
持
参
セ
シ
ム
。

　
　
　

第
九
条

入
学
ノ
者
ハ
束
脩
ト
シ
テ
即
日
金
壱
円
ヲ
納
ム
可
シ
。

　
　
　

第
十
条

本
校
生
徒
ハ
、
毎
月
十
五
日
迄
ニ
受
業
料
ト
シ
テ
五
十
銭
ヲ
納
ム
可
シ
。

　
　
　

第
十
一
条

本
校
生
徒
ハ
、
塾
費
ト
シ
テ
毎
月
十
五
日
迄
ニ
、
留
学
生
ハ
十
銭
、
通
学

生
ハ
五
銭
ヲ
納
ム
可
シ
。
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予
科
科
目
〔
年
限
ヲ
定
メ
ズ
〕

　

（
略
）

　
　

本
科
科
目

　
　

英
学
科
目

　

（
略
）

　

以
上
が
、
新
た
な
規
則
で
あ
る
が
、
講
義
は
日
本
人
が
日
本
語
で
行
い
、
そ

れ
を
生
徒
が
筆
記
す
る
と
あ
る
。
当
時
の
東
京
の
私
立
法
律
学
校
と
同
様
の
方

法
が
採
ら
れ
て
い
る
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
見
て
わ
か
る
通
り
、
大
幅
に
変
化
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
こ
の
年
を
花
立
氏
は
、
創
立
以
来
の
困
難
な

時
期
を
乗
り
越
え
た
「
大
飛
躍
の
年
で
あ
っ
た
」㉝
と
述
べ
て
い
る
。
蘇
峰
は

こ
の
規
則
改
正
に
先
立
つ
明
治
一
八
年
一
月
七
日
の
熊
本
新
聞
に
広
告
を
出
し

て
い
る
。

当
校
開
業
以
来
、
増
益
隆
盛
ニ
赴
候
間
、
今
般
更
ニ
規
模
ヲ
拡
張
シ
、
教

政 
治

経 

済

法 

律

文 

学

一 年 生
ス
チ
ユ
デ
ン
ト

　

英
国
史

ス
チ
ユ
デ
ン
ト

　

仏
国
史

ゼ
ホ
ン
氏

　

論
理
学

ノ
ル
ト
ホ
フ

　

政
治
論

　

管
子

　

代
数

仝
上

　

英
国
史

仝
上

　

仏
国
史

仝
上

　

論
理
学

ホ
ー
セ
ッ
ト
氏

　

経
済
書

　

代
数

仝
上

　

英
国
史

仝
上

　

仏
国
史

仝
上

　

論
理
学

　

法
律
原
論

　

代
数

仝
上

　

英
国
史

仝
上

　

仏
国
史

仝
上

　

論
理
学

フ
リ
ー
マ
ン
氏

　

欧
洲
史

　

史
記

　

八
家
文

　

日
本
文
範

　

孟
子

ク
ヱ
ツ
ケ
ン
ブ
ス
氏

　

脩
辞
学

　

代
数

二 年 生
ス
ペ
ン
サ
ー
氏

　

制
度
学

ト
ー
ク
ウ
ヰ
ル
氏

　

米
国
共
和
論

バ
ゼ
ホ
ッ
ト
氏

　

英
国
憲
法
論

ウ
ル
ジ
ー
氏

　

政
治
学

　

周
官

　

幾
何

ボ
ー
エ
ン
氏

　

米
国
経
済
書

　

貿
易
論

　

貨
幣
論

　

銀
行
論

　

幾
何

　

法
理
論

　

仏
国
民
法

　

契
約
法

　

日
本
法
律

　

幾
何

ギ
ゾ
ー
氏

　

文
明
史

　

希
臘
史

　

心
理
学

ス
ペ
ン
セ
ル
氏

　

世
態
学

オ
ン
ド
ル
ウ
ー
ド

　

英
文
学

　

左
伝

　

才
子
古
文

　

源
氏
物
語

二 年 生

　

論
語

マ
コ
レ
ー
氏

　

文
集

　

幾
何

三 年 生
ハ
ラ
ー
ム
氏

　

英
国
憲
法
史

ミ
ル
氏

　

代
議
政
体
論

ベ
ン
ザ
ム
氏

　

立
法
論

リ
ー
バ
ー
氏

　

政
経

　

書
経

　

三
角
術

ミ
ル
氏

　

経
済
原
論

　

為
替
論

　

国
債
論

　

租
税
論

　

三
角
術

ベ
ン
ザ
ム
氏

　

立
法
論

　

売
買
法

　

会
社
法

　

保
険
法

　

三
角
術

マ
コ
ー
レ
氏

　

英
国
史

　

哲
学
史

ス
ペ
ン
サ
ー
氏

　

道
徳
之
原
理

カ
ラ
イ
ル
氏

　

文
集

　

中
庸
（
後
）

　

大
学
（
前
）

　

易
経

　

古
今
集

　

三
角
術
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師
ヲ
増
加
シ
、
規
則
ヲ
改
正
シ
、
学
科
ヲ
別
チ
テ
本
科
・
予
科
・
英
学

科
・
夜
学
科
ノ
四
科
ト
シ
、
本
科
ハ
邦
語
ヲ
以
テ
高
等
中
学
ニ
相
当
ス
ル

高
尚
ナ
ル
政
治
・
経
済
・
文
学
ノ
三
科
ヲ
教
授
シ
、
予
科
ハ
邦
語
ヲ
以
テ

本
科
ニ
入
ル
ノ
予
備
タ
ル
簡
易
ノ
学
科
ヲ
教
授
シ
、
英
学
科
ハ
重
ニ
英
語

ヲ
習
熟
セ
シ
メ
、
兼
テ
歴
史
・
文
学
・
物
理
・
政
治
・
経
済
・
美
術
ヲ
教

授
シ
、
又
夜
学
科
ハ
適
当
ノ
訳
書
及
漢
籍
・
算
術
ヲ
教
授
シ
（
後
略
）

　
　
　
　
　
　
　

一
月
五
日　

託
麻
郡
大
江
村　

大
江
義
塾
幹
事
㉞

　

こ
の
広
告
は
一
週
間
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ
れ
た
。
新
た
な
改
革
を
行
っ
た
大

江
義
塾
を
周
知
し
、
生
徒
を
募
集
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
本
稿
の
関
心
か

ら
見
て
い
く
と
、
こ
こ
で
も
本
科
は
政
治
・
経
済
・
文
学
の
三
科
の
み
と
な
っ

て
お
り
、
法
律
の
名
前
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
い
か
に
蘇
峰
が

大
江
義
塾
に
お
け
る
法
学
教
育
を
重
要
視
し
て
い
な
か
っ
た
か
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
の
こ
と
を
示
す
か
の
よ
う
に
明
治
一
九
年
の
学
科
課
程
表
㉟
を
見

る
と
、
学
科
に
は
政
治
・
経
済
・
法
律
・
修
身
・
歴
史
・
文
学
・
算
術
・
理
科

と
八
科
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
法
律
の
欄
に
は
科
目
が
書
か
れ
て
い
な
い
。
こ

の
こ
と
を
法
律
科
の
閉
鎖
と
と
る
の
で
あ
れ
ば
、
大
江
義
塾
に
お
け
る
法
学
教

育
は
わ
ず
か
一
年
ほ
ど
で
姿
を
消
し
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

も
う
一
点
、
そ
れ
を
示
す
も
の
が
出
席
簿
で
あ
る
。
大
江
義
塾
に
は
明
治
一

九
年
の
出
席
簿
が
残
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
生
徒
が
履
修
し
た
科
目
名
が
書
か

れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
法
律
科
に
関
す
る
科
目
が
「
自
由
原
論
」
ぐ
ら
い
し

か
見
当
た
ら
な
い
。
し
か
も
「
自
由
原
論
」
は
政
治
科
の
科
目
と
も
考
え
ら

れ
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
同
年
に
は
一
切
、
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
大
江
義
塾
に
お
い
て
法
学
教
育
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
た

の
か
、
熊
本
地
域
に
お
け
る
そ
の
他
の
法
学
教
育
と
あ
わ
せ
て
改
め
て
考
え
て

み
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

５
．
大
江
義
塾
に
お
け
る
法
学
教
育
の
特
徴

　

こ
こ
で
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
か
ら
大
江
義
塾
の
法
学
教
育
の
特
徴
を
考
え
て

い
く
。
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
当
然
、
こ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
そ
の
ま
ま
実
施

さ
れ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
し
、
お
そ
ら
く
実
施
さ
れ
て
い
な
い
と
考
え

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
か
ら
、
少
な
く
と
も
蘇
峰
が
ど
の

よ
う
な
法
学
教
育
を
想
定
し
て
い
た
か
は
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
大
江
義
塾
が

法
学
教
育
を
本
格
的
に
採
り
入
れ
よ
う
と
し
た
明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）
と

い
う
年
は
、
す
で
に
全
国
各
地
で
法
学
教
育
が
行
わ
れ
て
お
り
、
東
京
で
は

「
五
大
法
律
学
校
」
と
呼
ば
れ
た
現
在
の
法
政
大
学
・
専
修
大
学
・
明
治
大

学
・
早
稲
田
大
学
・
中
央
大
学
が
出
揃
っ
た
時
期
で
あ
る
。
蘇
峰
の
も
と
に
も

そ
う
し
た
学
校
の
情
報
が
少
な
か
ら
ず
入
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

花
立
氏
も
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
が
、
大
江
義
塾
の
教
育
の
特
質
の
一
つ
と

し
て
当
時
の
熊
本
県
下
の
県
立
中
学
に
は
な
い
学
科
と
し
て
政
治
・
法
律
・
論

理
が
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
㊱
。
大
江
義
塾
が
論
理
学
で
使
用

し
て
い
た
教
科
書
は
「
ゼ
ホ
ン
氏　
論
理
学
」
で
あ
る
。
こ
の
書
籍
は
、イ
ギ
リ

ス
の
経
済
学
者
・
論
理
学
者W

illiam
 Stanley Jevons

（
一
八
三
五
～
一
八

八
二
） 

が
一
八
七
六
年
に
刊
行
し
た
『Logic

』
の
翻
訳
書
の
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
本
が
明
治
期
の
論
理
学
啓
蒙
に
与
え
た
影
響
は
非
常
に
大
き
く
、
な
か
で
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も
、
戸
田
欽
堂
、
桑
田
親
五
、
和
田
萬
吉
と
い
う
三
人
の
翻
訳
書
が
有
名
で
あ

る
と
い
う
㊲
。

　

論
理
学
は
、
民
主
政
治
に
お
け
る
議
論
や
討
論
の
際
に
欠
か
せ
な
い
学
問
と

し
て
、
多
く
の
高
等
教
育
機
関
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
採
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
。

明
治
一
〇
年
に
設
立
さ
れ
た
東
京
大
学
法
学
部
の
学
科
課
程
に
も
第
一
年
次
に

「
論
理
学
」
が
配
置
さ
れ
て
い
る
㊳
。
大
江
義
塾
で
は
政
治
・
経
済
・
法
律
・

文
学
の
全
四
科
の
一
年
次
に
配
置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
蘇
峰
が
「
論
理
学
」

を
い
か
に
重
視
し
て
い
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

も
う
一
点
、
論
理
学
と
並
ん
で
、
大
江
義
塾
の
全
四
科
の
生
徒
す
べ
て
に
履

修
を
義
務
づ
け
て
い
る
の
が
「
代
数
」「
幾
何
」「
三
角
術
」
で
あ
る
。
こ
れ
は

他
の
法
律
教
育
機
関
で
ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
大
江
義
塾
の
特
徴

の
一
つ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
に
も
算
術
を
重
要
視
し
て
い
る
蘇
峰
の
教
育

方
針
を
見
て
と
れ
る
。

　

明
治
一
八
年
に
規
則
を
改
正
し
た
際
、
入
学
者
の
学
力
に
「
算
術
ハ
粗
分
数

比
例
ノ
一
斑
ヲ
窺
ヒ
」
と
課
し
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
見
れ
ば
、
そ
の
理
由
は
一
目
瞭
然
で
あ
っ
た
。

　

で
は
、「
代
数
」「
幾
何
」「
三
角
術
」
は
、
算
術
教
育
の
な
か
で
ど
の
よ
う

に
位
置
付
け
ら
れ
る
の
か
。
明
治
期
、
中
学
校
で
教
え
て
い
た
数
学
は
初
等
代

数
・
初
等
幾
何
・
三
角
法
で
あ
っ
た
。
三
角
法
と
は
、
三
角
形
の
辺
と
角
の
関

係
の
研
究
を
基
礎
と
し
て
、
測
量
な
ど
に
応
用
で
き
る
数
学
の
一
分
野
の
こ
と

で
あ
る
。
高
等
教
育
に
お
い
て
は
、
最
終
的
に
は
微
分
積
分
ま
で
を
習
得
す
る

こ
と
が
目
標
と
さ
れ
て
い
た
㊴
。
明
治
一
四
年
に
公
布
さ
れ
た
「
中
学
校
教
則

大
網
」
の
第
三
条
・
第
四
条
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

第 

三
条　

初
等
中
学
科
ハ
修
身
、
和
漢
文
、
英
語
、
算
術
、
代
数
、
幾

何
、
地
理
、
歴
史
、
生
物
、
動
物
、
植
物
、
物
理
、
化
学
、
経
済
、
記

簿
、
習
字
、
図
画
及
唱
歌
、
体
操
ト
ス

第 

四
条　

高
等
中
学
科
ハ
初
等
中
学
科
ノ
修
身
、
和
漢
文
、
英
語
、
記

簿
、
図
画
及
唱
歌
、
体
操
ノ
続
ニ
、
三
角
法
、
金
石
、
本
邦
法
令
ヲ
加

へ
、
又
更
ニ
物
理
、
化
学
ヲ
授
ク
ル
モ
ノ
ト
ス
㊵

　

こ
の
よ
う
に
「
代
数
」「
幾
何
」
は
初
等
中
学
科
、「
三
角
法
」
は
高
等
中
学

科
で
学
ぶ
べ
き
科
目
と
さ
れ
て
い
る
。
数
学
教
育
の
点
か
ら
見
る
と
、
大
江
義

塾
を
中
等
教
育
機
関
と
見
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
こ
の
大
網
に
あ
る
よ
う

に
、
政
治
や
法
律
は
中
学
校
の
教
科
で
は
な
く
、
高
等
教
育
機
関
に
お
い
て
専

門
教
育
と
し
て
行
わ
れ
る
。
こ
こ
に
、
大
江
義
塾
が
「
高
等
中
学
ニ
相
当
」
す

る
教
育
を
行
う
と
明
記
し
な
が
ら
も
他
の
学
校
と
は
違
っ
た
教
育
を
行
お
う
と

し
て
い
た
こ
と
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

法
学
教
育
に
特
化
し
て
見
て
み
る
と
、
一
年
生
で
は
「
法
律
原
論
」
を
配
置

し
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
教
科
か
と
い
う
と
、
明
治
一
二
年
、
東
京
大
学
法
学

部
の
教
員
で
あ
っ
たH

enry T
aylor T

erry

（
一
八
四
七
～
一
九
三
六
）
が

刊
行
し
た
『
法
律
原
論
』
に
は
、
こ
の
書
籍
は
「
法
律
ノ
門
ニ
入
ル
学
生
ノ
為

メ
ニ
著
ス
所
ナ
リ
」
と
あ
る
。
法
律
原
論
と
は
、
法
律
入
門
講
座
と
い
う
わ
け

で
あ
る
。
こ
の
本
を
使
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
教
科
の
意
義
と
し

て
は
同
様
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。

　

二
年
次
に
な
る
と
、「
法
理
論
」「
仏
国
民
法
」「
契
約
法
」「
日
本
法
」
を
学
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ぶ
。「
契
約
法
」
も
多
く
の
法
学
教
育
機
関
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
配
置
さ
れ
る

教
科
で
、
専
修
学
校
で
は
一
年
次
に
配
当
し
て
い
る
。
そ
の
意
義
に
つ
い
て
、

明
治
二
〇
年
一
二
月
二
七
日
の
東
京
日
日
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
当
時
、
東

京
大
学
の
法
科
大
学
の
助
教
授
だ
っ
た
土
方
寧
が
刊
行
し
た
『
英
国
契
約
法
』

の
書
籍
広
告
に
は
、「
契
約
法
ハ
、
各
国
法
律
中
首
意
ヲ
占
メ
、
諸
般
ノ
取
引

約
定
ニ
付
最
モ
必
要
欠
ク
可
ラ
ザ
ル
モ
ノ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
法
律
を
学
ぶ
う

え
で
重
要
な
法
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
明
治
政
府
は
当
初
か
ら
フ
ラ
ン
ス
民
法
を
積
極
的
に
採
り
入

れ
、
法
典
編
纂
を
進
め
て
お
り
、
明
治
二
三
年
に
公
布
さ
れ
た
旧
民
法
の
起
草

に
あ
た
っ
て
最
も
参
考
と
し
た
の
は
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
で
あ
っ
た
。
蘇
峰
が

「
仏
国
民
法
」
を
教
科
に
採
り
入
れ
て
も
何
ら
不
思
議
で
は
な
い
。

　

三
年
次
で
は
「
売
買
法
」「
会
社
法
」「
保
険
法
」
と
い
っ
た
個
別
法
の
ほ
か

に
「
ベ
ン
ザ
ム
氏
立
法
論
」
を
学
ぶ
。
ベ
ン
サ
ム
と
は
イ
ギ
リ
ス
の
哲
学
者

Jerem
y Bentham

（
一
七
四
八
～
一
八
三
二
）
の
こ
と
で
、
功
利
主
義
の
創

始
者
と
し
て
著
名
な
人
物
で
あ
る
。
江
村
栄
一
氏
に
よ
る
と
、「
自
由
民
権
思

想
の
よ
り
ど
こ
ろ
は
、
ミ
ル
の
自
由
論
・
代
議
政
体
論
、
ベ
ン
サ
ム
の
最
大
多

数
の
最
大
幸
福
論
、
ス
ペ
ン
サ
ー
の
権
利
論
、
ル
ソ
ー
の
社
会
契
約
論
な
ど
で

あ
っ
た
」㊶
と
あ
る
。
ま
た
、
私
擬
憲
法
の
一
つ
「
五
日
市
憲
法
」
を
か
つ
て

所
蔵
し
て
い
た
深
沢
家
の
蔵
書
（
あ
き
る
野
市
所
蔵
）
に
も
ベ
ン
サ
ム
の
『
立

法
論
綱
』
が
あ
る
㊷
こ
と
か
ら
、
自
由
民
権
運
動
に
関
わ
る
人
々
に
と
っ
て
ベ

ン
サ
ム
は
必
須
の
書
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
大
江
義
塾
本
科
に
お
け
る
法
学
の
教
科
書
と
考
え
ら
れ
る
の
は

左
の
書
籍
で
あ
る
。

英
国
憲
法
論　

一
八
七
八
年　

英
国
ベ
シ
ホ
ツ
ト
著

法
律
原
論　
　

一
八
七
八
年　

英
国
オ
ス
チ
ン
著

法
理
論　
　
　

一
八
六
九
年　

英
国
オ
ス
チ
ン
著

立
法
論　
　
　

一
八
七
〇
年　

英
国
ベ
ン
サ
ム
著

英
国
史　
　
　

一
八
七
八
年　

英
国
ク
リ
ン
著

仏
国
史　
　
　

一
八
七
八
年　

米
国
ク
ヱ
ケ
ン
ブ
ス
著

憲
法
史　
　
　

一
八
六
五
年　

英
国
ハ
ラ
ム
著
㊸

　

教
科
書
に
関
し
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
の
学

者
の
書
籍
を
使
用
し
て
い
る
。『
法
律
原
論
』『
法
理
論
』
の
著
者John 

A
ustin

（
一
七
九
〇
～
一
八
五
九
）
は
ベ
ン
サ
ム
の
功
利
主
義
の
影
響
を
受

け
、
法
実
証
主
義
の
創
始
者
と
し
て
著
名
な
法
哲
学
者
で
あ
る
。

　

『
仏
国
史
』
の
著
者George Payn Q

uackenbos

（
一
八
二
六
～
一
八
八

一
）
は
、
英
文
法
書
や
歴
史
書
を
多
く
手
掛
け
、
明
治
期
に
お
い
て
広
く
教
科

書
と
し
て
使
わ
れ
た
人
物
で
、『
憲
法
史
』
の
著
者H

enry H
allam

（
一
七

七
七
～
一
八
五
九
）
は
、
一
八
二
七
年
に
刊
行
し
た
『T

he Constitutional 
H

istory of England

』
は
「
ホ
イ
ッ
グ
党
支
持
者
と
し
て
の
偏
り
が
強
い

が
、
初
め
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
政
治
制
度
に
首
尾
一
貫
し
た
法
的
解
釈
を
施
し
た

試
み
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
」㊹
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
大
江
義
塾
で
使
用

さ
れ
て
い
た
教
科
書
も
当
該
期
に
お
い
て
多
く
の
学
校
で
使
用
さ
れ
て
い
た
も

の
で
、
熊
本
と
い
う
地
域
的
な
特
色
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
、
そ
し
て
教
科
書
も
東
京
を
含
め
た
他
地
域
に
決
し
て
劣
る
も
の
で
は
な
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か
っ
た
と
言
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。

　

今
回
取
り
上
げ
な
か
っ
た
が
、
大
江
義
塾
で
は
課
外
活
動
も
行
っ
て
い
る
。

講
習
会
は
毎
月
三
回
、
う
ち
一
回
を
討
論
会
、
二
回
を
読
書
会
、
あ
る
い
は
研

修
会
に
し
て
い
る
。
こ
の
内
容
に
つ
い
て
、
ど
こ
ま
で
法
学
教
育
・
普
及
に
関

わ
る
も
の
が
あ
っ
た
の
か
。
こ
の
点
も
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

６
．
熊
本
代
言
人
組
合
に
よ
る
法
学
普
及
活
動

　

大
江
義
塾
で
は
あ
ま
り
花
開
く
こ
と
の
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
法
学
教
育

で
あ
る
が
、
熊
本
地
域
全
体
が
同
傾
向
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。『
熊
本
県
弁

護
士
会
史
』
を
紐
解
く
と
、
大
江
義
塾
が
活
動
し
た
時
期
、
明
治
一
〇
年
代
後

半
か
ら
二
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
、
熊
本
代
言
人
の
組
合
員
が
中
心
と
な
っ
て

研
究
会
や
討
論
会
を
開
催
し
た
り
、
学
校
を
設
立
し
て
法
学
教
育
を
行
っ
て
い

た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
出
典
が
な
い
た
め
、
何
を
根
拠
資
料

と
し
て
い
る
か
は
不
明
で
、
こ
ち
ら
も
今
後
の
調
査
が
必
要
と
な
る
が
、
当
該

期
に
お
け
る
熊
本
の
法
学
普
及
の
あ
り
方
を
考
え
る
う
え
で
重
要
で
あ
る
た
め

提
示
す
る
。

　

明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）
七
月
、
熊
本
代
言
人
の
有
志
に
よ
る
第
一
回
目

の
法
律
研
究
会
が
忘
吾
社
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
忘
吾
社
は
、
明
治
一
三
年

八
月
、
実
学
派
・
学
校
党
・
相
愛
社
・
敬
神
党
な
ど
の
各
党
派
の
協
力
組
織
と

し
て
設
立
さ
れ
た
団
体
㊺
で
、
蘇
峰
も
会
員
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
各
派
そ

れ
ぞ
れ
の
主
義
主
張
が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
法
律
研
究
に
つ
い
て
は
、
そ
の
必
要

性
を
強
く
感
じ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

明
治
一
九
年
五
月
に
は
、
代
言
人
・
有
吉
立
愛
ら
が
中
心
と
な
っ
て
「
東
肥

法
学
会
」
と
い
う
法
律
専
門
学
校
が
設
立
さ
れ
た
。
中
川
壽
之
氏
に
よ
る
と
㊻

東
肥
法
学
会
は
明
治
一
八
年
三
月
、
有
志
た
ち
が
有
吉
邸
に
集
ま
っ
て
フ
ラ
ン

ス
民
法
の
講
読
会
を
開
い
た
こ
と
に
始
ま
る
と
い
う
。
当
初
、
旧
藩
士
た
ち
の

集
ま
り
で
あ
っ
た
が
、
広
く
会
員
を
募
る
た
め
に
、
同
年
八
月
に
名
称
を
東
肥

法
学
会
と
し
た
。
法
学
教
育
だ
け
で
な
く
、
英
学
と
文
章
学
か
ら
な
る
普
通
科

も
設
置
。
法
学
教
育
と
し
て
は
、
科
目
と
し
て
刑
法
、
民
法
草
案
人
事
編
、
民

法
草
案
財
産
編
・
法
理
論
な
ど
が
あ
っ
た
。
こ
の
学
校
が
そ
の
後
、
熊
本
法
律

学
校
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
の
で
あ
る
㊼
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
法
学
教
育
を
行
っ
て
い
た
学
校
が
あ
っ
た
。
明
治
一
九
年
九

月
、
明
道
館
は
新
た
に
法
律
学
科
を
設
置
し
、
生
徒
五
〇
名
を
募
集
し
た
。
講

師
は
熊
本
代
言
人
組
合
員
が
担
当
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
明
治
二
二
年
二
月
、

代
言
人
で
あ
る
城
野
琢
磨
を
館
長
と
し
て
、
日
本
お
よ
び
欧
米
の
法
律
・
政
治

の
学
理
を
研
究
す
る
こ
と
を
目
的
に
「
政
治
学
館
」
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。
講

師
に
は
代
言
人
だ
け
で
な
く
、
判
検
事
や
公
証
人
が
務
め
た
と
あ
り
、
ま
さ
に

熊
本
法
曹
界
に
よ
る
法
律
学
校
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
城
野
琢
磨
ほ
か
代
言
人
た
ち
が
発
起
人
と
な
っ
て
、
明
治
一
九
年

に
第
一
回
の
法
律
演
説
討
論
会
も
開
催
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
演
題
を
左
に
挙
げ

て
お
く
。

法
律
と
社
会
改
良
の
関
係　
　
　
　
　
　
　

千
田
精
一

賭
博
と
保
険　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
村
万
次
郎

法
律
は
死
物
な
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

糸
永
昊
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法
律
は
世
の
開
明
に
伴
は
ざ
る
可
ら
ず　
　

大
田
黒
敏
暢

　

以
上
の
よ
う
な
代
言
人
た
ち
に
よ
る
活
動
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
十
分
に

明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
点
も
多
々
あ
る
。
さ
ら
に
こ
う
し
た
動
き
に
蘇
峰
お

よ
び
大
江
義
塾
の
講
師
・
生
徒
た
ち
は
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
の
か
も
含
め
て

今
後
は
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

明
治
一
〇
年
代
か
ら
二
〇
年
代
に
か
け
て
、
熊
本
に
お
い
て
種
々
の
形
態
や

規
模
の
大
小
は
あ
っ
た
に
せ
よ
、
法
学
教
育
を
含
む
法
学
普
及
活
動
を
行
お
う

と
し
て
い
た
人
々
が
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
事
実
で
あ
る
。
本
稿
で
は
徳
富

蘇
峰
が
創
立
し
た
大
江
義
塾
を
中
心
に
そ
の
意
図
（
実
態
と
言
え
る
か
ど
う
か

は
不
明
）
を
見
て
き
た
。
研
究
ノ
ー
ト
で
あ
る
た
め
、
数
多
く
の
今
後
の
課
題

を
提
示
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
最
大
の
問
題
は
、
当
該
期
の
法
学
教
育
や
法

学
普
及
活
動
が
ど
の
よ
う
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
か
、
も
し
く
は
受
け
入
れ
ら
れ

な
か
っ
た
の
か
、
で
あ
ろ
う
。
需
容
は
あ
っ
た
の
か
、
と
言
い
換
え
て
も
良

い
。
そ
の
点
、
大
江
義
塾
の
法
学
教
育
が
熊
本
の
若
者
た
ち
に
受
け
入
れ
ら
れ

た
と
は
言
い
難
い
状
況
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

　

花
立
氏
の
研
究
㊽
に
よ
る
塾
生
の
卒
業
後
の
進
路
を
見
て
み
る
と
、
東
京
専

門
学
校
（
現
・
早
稲
田
大
学
）
へ
の
進
学
者
が
一
九
名
い
る
。
お
そ
ら
く
ほ
と

ん
ど
は
法
学
で
は
な
く
、
文
学
方
面
に
進
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
純
粋
に
法

律
学
校
に
進
ん
だ
も
の
は
明
治
法
律
学
校
（
現
・
明
治
大
学
）
の
上
野
常
治
一

名
の
み
で
あ
っ
た
。
上
野
は
そ
の
後
、
弁
護
士
に
な
っ
て
い
る
。
法
曹
関
係
者

は
現
時
点
の
研
究
成
果
で
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

し
か
し
重
要
な
点
は
、
蘇
峰
自
身
が
そ
れ
ほ
ど
法
学
教
育
に
重
点
を
置
い
て

い
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
少
な
く
と
も
一
時
期
に
お
い
て
は
、
法
学
教
育
を
大

江
義
塾
に
採
り
入
れ
よ
う
と
し
た
点
に
あ
る
。
熊
本
地
域
に
お
い
て
法
学
教
育

が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
代
言
人
た
ち
の
活
動
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る

し
、
山
鹿
市
に
は
明
治
一
三
年
（
一
八
八
〇
）
に
「
法
律
講
習
所
」㊾
が
、
八

代
市
に
は
明
治
一
九
年
に
「
郁
水
学
舎
」㊿
が
設
立
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
法
学
教

育
を
行
お
う
と
し
て
い
た
。
需
容
が
な
か
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。

　

た
だ
し
明
治
一
〇
年
代
か
ら
二
〇
年
代
と
い
う
時
期
の
法
学
教
育
、
特
に
私

立
の
場
合
は
代
言
人
を
め
ざ
す
若
者
た
ち
に
対
す
る
教
育
を
行
う
学
校
が
ほ
と

ん
ど
で
、
自
由
民
権
運
動
と
の
関
わ
り
が
薄
く
な
っ
て
い
く
時
期
で
も
あ
っ

た
。
そ
の
意
味
で
大
江
義
塾
と
自
由
民
権
運
動
と
の
関
わ
り
、
そ
し
て
法
学
教

育
の
意
義
を
改
め
て
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

近
年
、
大
江
義
塾
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
花
立
氏
の
研
究
か
ら
も
う
一
歩
進

め
て
、
新
た
な
問
題
提
起
も
な
さ
れ
て
い
る
。
石
倉
和
佳
氏
は
、
こ
れ
ま
で
の

大
江
義
塾
の
研
究
に
は
、
同
塾
の
経
営
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
阿
部
充
家
の
考

察
が
な
い
点
、
さ
ら
に
、
明
治
一
二
年
の
教
育
令
か
ら
一
九
年
の
中
学
校
令
ま

で
の
教
育
関
連
法
案
や
明
治
一
六
年
の
徴
兵
令
改
正
が
大
江
義
塾
の
運
営
に
ど

の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
が
考
察
さ
れ
て
い
な
い
点
�
が
課
題
で
あ
る
と

し
て
い
る
。
大
江
義
塾
に
つ
い
て
の
研
究
の
余
地
は
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

さ
て
、
本
稿
で
は
、
法
学
教
育
に
視
点
を
置
い
た
た
め
、
紙
幅
の
関
係
上
、

設
立
の
前
提
と
な
る
熊
本
地
域
に
お
け
る
政
治
的
背
景
や
蘇
峰
の
思
想
的
背
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景
、
さ
ら
に
は
大
江
義
塾
の
全
体
像
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
て
い
な
い
。

そ
の
点
に
つ
い
て
は
最
初
に
先
行
研
究
を
挙
げ
た
こ
と
で
ご
容
赦
願
い
た
い
。

課
題
の
残
る
内
容
で
は
あ
る
が
、
今
後
、
調
査
を
行
う
こ
と
で
解
明
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
大
江
義
塾
を
含
め
た
明
治
期
の
熊
本
に
お
け
る
法

学
教
育
に
つ
い
て
の
資
料
情
報
を
お
持
ち
の
方
が
い
れ
ば
、
ぜ
ひ
ご
教
示
い
た

だ
き
た
い
。

［
附
記
］

　

本
稿
は
、
平
成
二
八
年
度
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
科
学
研
究
費
助
成
事
業

（
課
題
番
号16K

03060

）「
近
代
法
胎
動
期
に
お
け
る
私
立
法
学
系
高
等

教
育
の
地
方
普
及
と
そ
の
教
育
実
態
の
系
統
的
解
明
」
お
よ
び
平
成
二
九

年
度
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
課
題
番
号17K

03324

）

「
明
治
・
大
正
期
の
私
立
法
学
教
育
機
関
に
お
け
る
実
務
家
教
員
の
基
礎

的
研
究
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　

な
お
、
後
者
の
研
究
代
表
者
で
あ
る
髙
木
侃
氏
が
平
成
三
〇
年
（
二
〇

一
八
）
一
一
月
二
二
日
に
急
逝
さ
れ
た
。
二
〇
一
九
年
度
は
氏
も
同
行
し

て
大
江
義
塾
に
関
す
る
本
格
的
な
調
査
を
予
定
し
て
い
た
が
残
念
な
が
ら

叶
わ
な
か
っ
た
。
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
次
第
で
あ
る
。

【
註
】

１ 

『
法
政
大
学
百
年
史
』（
法
政
大
学　

一
九
八
〇
）p4

２ 

『
法
政
大
学
百
年
史
』
で
は
、
法
政
大
学
と
専
修
大
学
、
そ
し
て
明
治
大
学

の
開
校
年
を
明
治
一
三
年
と
し
て
い
る
が
、
明
治
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
「
明
治
大
学
の
歴
史
（
年
表
）」https://w

w
w

.m
eiji.

ac.jp/koho/inform
ation/history/chronology.htm

l

に
よ
る
と
、明
治

一
三
年
一
二
月
に
「
明
治
法
律
学
校
設
立
願
提
出
」、
翌
一
四
年
一
月
に

「
明
治
法
律
学
校
開
校
」
と
あ
る
。

３ 

先
行
研
究
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
明
治
初
期
の
東
京
に
お
け
る
私
立
法
律
学

校
に
つ
い
て

－

現
存
し
な
い
法
律
学
校
の
史
料
紹
介
も
兼
ね
て

－

」（『
専
修

大
学
史
紀
要　

第
一
〇
号
』
専
修
大
学
大
学
史
資
料
課　

二
〇
一
八
）
に
簡

単
で
は
あ
る
が
ま
と
め
て
あ
る
の
で
、
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

４ 

花
立
氏
は
大
江
義
塾
に
関
す
る
多
く
の
論
文
や
著
作
物
が
あ
る
が
、
代
表
的

な
も
の
と
し
て
は
、『
同
志
社
大
江
義
塾　

徳
富
蘇
峰
資
料
集
』（
三
一
書
房　

一
九
七
八
）、『
大
江
義
塾
』（
ぺ
り
か
ん
社　

一
九
八
二
）、『
徳
富
蘇
峰
と

大
江
義
塾
』（
ぺ
り
か
ん
社　

一
九
八
二
）
が
あ
る
。
本
稿
も
こ
の
花
立
氏

の
研
究
成
果
に
多
い
に
拠
っ
た
。

５ 

色
川
大
吉
「
徳
富
蘇
峰
論
（
一
）
～
（
三
）」（『
歴
史
評
論　

第
九
四
号
、

第
九
六
～
九
七
号
』
校
倉
書
房　

一
九
五
八
年
）、
鹿
野
政
直
「
一
民
権
私

塾
の
軌
跡

－

大
江
義
塾
の
小
歴
史

－

」（『
思
想　

第
五
三
六
号
』
岩
波
書
店

　

一
九
六
九
）
な
ど

６ 
「
明
治
10
年
代
に
お
け
る
中
学
校
の
整
備
に
つ
い
て
」（『
東
京
大
学
教
育
学

部
紀
要　

第
一
五
号
』
東
京
大
学　

一
九
七
六
）、「
私
塾
「
大
江
義
塾
」
の

教
育
活
動
と
そ
の
特
質
」（『
教
育
学
研
究　

第
四
四
巻
第
一
号
』
日
本
教
育

学
会　

一
九
七
七
）
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７ 
外
崎
光
広
「
高
知
に
お
け
る
法
学
教
育

－

明
治
前
期
法
学
教
育
の
一
資
料
と

し
て

－

」（『
法
律
時
報　

第
三
九
巻
第
四
号
』
日
本
評
論
社　

一
九
六
七
）

ほ
か
、
高
知
に
お
け
る
法
学
教
育
に
つ
い
て
は
、
阿
部
裕
樹
「
法
学
普
及
か

ら
み
る
高
知
法
律
学
校
創
立
前
後
の
動
向
」（
法
律
学
校
研
究
会
編
『
法
律

学
校
研
究
会
成
果
報
告
書
【JSPS

科
研
費16K

03060

助
成
】
近
代
法
胎
動

期
に
お
け
る
私
立
法
学
系
高
等
教
育
の
地
方
普
及
と
そ
の
教
育
実
態
の
系
統

的
解
明
』（
二
〇
一
九
）
に
詳
し
い
。

８ 

中
村
吉
三
郎
「
自
由
民
権
法
学
の
由
来

－

日
本
に
お
け
る
法
学
発
達
史
の
一

断
面

－

」（『
早
稲
田
法
学　

第
三
〇
巻
』
早
稲
田
大
学
法
学
会　

一
九
五

五
）

９ 

『
福
島
県
教
育
史　

第
一
巻
』（
福
島
県
教
育
委
員
会　

一
九
七
二
）p335

10
『
福
島
県
教
育
史　

第
一
巻
』p340

11
谷
正
之
『
弁
護
士
の
誕
生
』（
民
事
法
研
究
会　

二
〇
一
二
）p45

～49

12
『
熊
本
県
弁
護
士
会
史
』（
熊
本
県
弁
護
士
会　

一
九
八
六
）p6

13
谷
正
之
『
弁
護
士
の
誕
生
』p55

14
『
熊
本
県
弁
護
士
会
史
』p10

15 

松
山
守
善
「
松
山
守
善
自
叙
伝
」（『
日
本
人
の
自
伝
２
』（
平
凡
社　

一
九

八
二
）

16
徳
富
猪
一
郎
『
蘇
峰
自
伝
』（
中
央
公
論
社　

一
九
三
五
）p145

17 

『
肥
後
文
教
と
其
城
府
の
教
育
』（
熊
本
市
教
育
委
員
会　

一
九
五
六
）

p448

18 

例
え
ば
専
修
学
校
が
修
学
年
限
を
二
年
か
ら
三
年
に
変
更
し
た
明
治
一
六
年

の
課
程
表
を
見
る
と
、「
法
律
原
論
」
に
あ
た
る
「
法
律
初
歩
」
は
一
年
前

期
に
、「
万
国
公
法
」
は
二
年
前
期
・
後
期
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。

19
徳
富
猪
一
郎
『
蘇
峰
自
伝
』p144

20
徳
富
猪
一
郎
『
蘇
峰
自
伝
』p151

21 

川
戸
道
昭
「
明
治
時
代
の
英
語
副
読
本
（
Ⅰ
）」（『
英
学
史
研
究　

第
二
七

号
』
日
本
英
学
史
学
会　

一
九
九
四
）

22
徳
富
猪
一
郎
『
蘇
峰
自
伝
』p150

23 

杉
浦
ち
な
み
「
第
一
章　

徳
富
猪
一
郎
の
「
大
江
義
塾
」」（
地
域
文
化
研
究

会
編
『
地
域
に
根
ざ
す
民
衆
文
化
の
創
造

－

「
常
民
大
学
」
の
総
合
的
研

究

－

』（
藤
原
書
店　

二
〇
一
六
）p21

24
『
同
志
社
大
江
義
塾　

徳
富
蘇
峰
資
料
集
』p336

25
花
立
三
郎
『
大
江
義
塾
』p93

26
花
立
三
郎
『
大
江
義
塾
』p93

27
徳
富
猪
一
郎
『
蘇
峰
自
伝
』p149

28
『
同
志
社
大
江
義
塾　

徳
富
蘇
峰
資
料
集
』p527

29
『
同
志
社
大
江
義
塾　

徳
富
蘇
峰
資
料
集
』p528

30 

花
立
三
郎
『
大
江
義
塾
』p95

に
、「
出
発
当
初
の
学
科
課
程
の
学
科
に
は
、

経
済
・
修
身
・
歴
史
の
三
学
科
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
」
と
述
べ
ら

れ
て
い
る
。

31
花
立
三
郎
『
大
江
義
塾
』p141

32
『
同
志
社
大
江
義
塾　

徳
富
蘇
峰
資
料
集
』p338

33
花
立
三
郎
『
大
江
義
塾
』p53
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34
花
立
三
郎
『
大
江
義
塾
』p53

～54
35
花
立
三
郎
『
大
江
義
塾
』p111

36
花
立
三
郎
『
大
江
義
塾
』p105

37 

清
水
真
一
「
明
治
前
期
に
お
け
る
論
理
学
移
入
事
情
瞥
見

－

ジ
ェ
ボ
ン
ズ
の

Logic

の
翻
訳
を
通
し
て

－

」（『
国
際
文
化
論
集　

第
四
七
号
』
桃
山
学
院

大
学　

二
〇
一
三
）

38 

『
明
治
大
学
百
年
史　

第
三
巻　

通
史
編
Ⅰ
』（
学
校
法
人
明
治
大
学　

一

九
九
二
）p146

39 

公
田
蔵
「
明
治
前
期
に
お
け
る
「
西
洋
高
等
数
学
」
の
教
育
（
数
学
史
の
研

究
）」（『
数
理
解
析
研
究
所
講
究
録　

第
一
五
四
六
号
』
京
都
大
学
数
理
解

析
研
究
所　

二
〇
〇
七
）

40
『
学
制
百
年
史　

資
料
編
』（
文
部
省　

一
九
七
二
）p126

41 

『
日
本
大
百
科
全
書　

一
一
』（
小
学
館　

一
九
八
六
）
の
「
自
由
民
権
運

動
」
の
項
目
よ
り

42 

あ
き
る
野
市
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
「
深
沢
家
文
書
の
検
索
」

（http://archives.library.akiruno.tokyo.jp/database/index.php
）

43
『
同
志
社
大
江
義
塾　

徳
富
蘇
峰
資
料
集
』p342

～343

44
『
世
界
大
百
科
事
典　

二
三
』（
改
訂
新
版
第
六
刷　

平
凡
社　

二
〇
一

四
）、「
ハ
ラ
ム
」
よ
り

45 

新
藤
東
洋
男
「
紫
溟
会
の
政
治
思
想

－

明
治
一
〇
年
代
の
保
守
主
義
政

党
－

」（『
法
政
史
学　

第
一
五
号
』
法
政
大
学
史
学
会　

一
九
六
二
）

46 

中
川
壽
之
「
九
州
地
方
の
私
立
法
律
学
校
」（
法
律
学
校
研
究
会
編
『
法
律

学
校
研
究
会
成
果
報
告
書
【JSPS

科
研
費16K

03060

助
成
】
近
代
法
胎
動

期
に
お
け
る
私
立
法
学
系
高
等
教
育
の
地
方
普
及
と
そ
の
教
育
実
態
の
系
統

的
解
明
』（
二
〇
一
九
）
に
詳
し
い
。
本
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
参
考
に
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。

47 

熊
本
法
律
学
校
に
お
け
る
法
学
教
育
の
実
態
や
意
義
に
つ
い
て
は
、
中
川
壽

之
「
明
治
二
〇
年
代
に
お
け
る
法
学
教
育
の
地
方
普
及
の
実
態
に
つ
い
て

－

熊
本
法
律
学
校
を
事
例
と
し
て

－

」（
法
律
学
校
研
究
会
編
『
法
律
学
校

研
究
会
成
果
報
告
書
【JSPS

科
研
費16K

03060

助
成
】
近
代
法
胎
動
期
に

お
け
る
私
立
法
学
系
高
等
教
育
の
地
方
普
及
と
そ
の
教
育
実
態
の
系
統
的
解

明
』（
二
〇
一
九
）
に
詳
し
い
。

48
花
立
三
郎
『
大
江
義
塾
』p249

～251

49
『
熊
本
県
教
育
史　

上
巻
』（
熊
本
県
教
育
会　

一
九
三
一
）p678

50 

『
熊
本
県
教
育
史　

中
巻
』（
熊
本
県
教
育
会　

一
九
三
一
）p296

。
な

お
、
中
川
壽
之
「
九
州
地
方
の
私
立
法
律
学
校
」（
前
掲
書
）
に
明
治
前
期

の
熊
本
地
方
に
お
い
て
法
学
教
育
が
行
わ
れ
て
い
た
学
校
の
一
覧
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。

51 

石
倉
和
佳
「
徳
富
猪
一
郎
と
阿
部
充
家

－

大
江
義
塾
を
中
心
と
し
て

－

」

（『
熊
本
史
学　

第
九
九
号
』
熊
本
史
学
会　

二
〇
一
八
）




